
金
滞
古
蹟
志
巻
十
七

賞
た
り
し
由
口
碑
す
と
い
へ
り
。
平
次
按
守
る
に
‘
中
村
泰
日
治
よ

び
増
泉
春
日
の
雨
祉
を
ぽ
古
来
紳
悶
紳
枇
た
ら
ん
か
と
い
ひ
侮
ふ
れ

E
も
、
徴
設
と
す
ぺ
き
記
録
等
も
た
く
、
式
祉
の
詮
跡
詳
か
た
ら
4
y
o

O
中

村

用

水

犀
川
の
分
水
に
で
、
千
日
町
よ
り
堰
き
入
れ
、
中
村
用
水
と
呼
ぺ
り
。

此
の
用
水
は
五
箇
庄
の
中
村
等
の
耕
聞
を
饗
へ
り
。

村

此
の
村
は
、
中
村
春
日
一
胞
の
傍
に
あ
り
て
.
千
日
町
は
も
と
此
の
村

の
地
た
り
と
い
へ
り
。
普
請
合
所
の
奮
記
に
、
中
村
は
往
昔
は
三
千

石
徐
の
村
高
・
怠
る
大
村
に
て
、
停
馬
町
法
般
寺
町
漣
よ
り
‘
蘭
岡
町
巾

物
吉
町
の
牟
ま
で
も
村
地
也
。
共
の
村
落
も
、
往
昔
は
川
向
に
あ
り

し
か
E
、
抽
喝
々
市
中
取
庚
げ
ら
れ
し
頃
‘
今
の
地
に
移
轄
す
と
云
々
。

按
宇
る
に
、
中
村
は
奮
審
の
郷
庄
分
村
名
帳
に
、
石
川
郡
五
筒
庄
糸

田
・
増
泉
・
中
村
・
石
坂
・
大
豆
田
五
村
と
あ
り
て
、
五
ク
村
を
ば
い
に

し
へ
一
庄
と
注
し
.
五
筒
庄
と
名
付
け
た
る
也
。
五
ク
村
を
五
箇
庄
と
・

名
付
く
る
事
は
、
往
古
諸
岡
共
に
同
事
た
り
け
ん
。
台
記
に
、
久
安

四
年
蹄
関
以
昌
五
ク
庄
-
穣
v
余
云
々
。
と
見
ね
た
る
五
ク
庄
は
、
奥
州

の
庄
名
友
り
。
此
の
庄
は
高
鞍
・
犬
舎
踊
・
本
良
・
屋
代
・
遊
佐
の
五
ク

。
中

は
.
千
日
町
の
停
訟
に
撮
り
て
載
せ
た
る
も
の
に
て
.
千
日
町
民
ね

い
が
釜
煎
の
遺
蹟
あ
り
と
い
ひ
停
ふ
る
は
過
聞
た
る
べ
し
。
訟
も
ふ

に
、
三
萱
記
民
、
元
和
四
年
の
夏
金
津
山
崎
町
田
上
屋
腐
右
衛
門
の

妻
た
ね
と
い
ふ
女
、
陀
羅
尼
鍛
治
吉
兵
衛
弟
六
裁
と
い
ふ
者
と
密
通

し
て
、
捕
右
衛
門
を
殺
害
す
。
依
っ
て
泉
野
に
於
て
釜
煎
の
刑
罰
に

鹿
せ
ら
る
と
あ
り
。
千
日
町
街
尾
の
遺
蹟
は
此
の
時
の
釜
煎
場
陀

τ、
ね
い
と
い
ふ
は
た
ね
の
侮
へ
誤
り
た
ら
ん
か
。
此
の
地
は
中
村

の
地
内
に

τ、
泉
野
に
は
非
・
?
と
い
へ
ど
も
、
増
泉
村
の
地
縫
き
な

れ
ば
泉
野
と
は
載
せ
た
り
け
ん
。
彼
の
ね
い
が
事
は
、
改
作
所
奮
記

に
載
せ
た
る
寛
文
六
年
四
月
の
先
書
K
.
法
結
寺
下
河
原
k
b
い
て

釜
煎
に
被
=
仰
付
ゴ
ほ
え
三
十
束
代
銀
の
・
事
を
書
載
せ
た
れ
ば
‘
川
下

の
河
原
に
て
鹿
刑
せ
ら
れ
し
事
い
ち
じ
る
し
。
倫
そ
の
豆
細
は
川
下

島
ね
が
嶋
の
僚
に
蛾
せ
た
り
。

。

柳

原

中
村
の
地
内
に
柳
原
と
稀
す
る
地
あ
り
。
此
の
地
は
市
中
を
離
る
と

い
へ
ど
も
、
昔
は
千
日
町
の
街
尾
よ
り
今
い
ふ
柳
原
の
地
越
ま
で
‘

凡

τ柳
多
く
生
え
た
り
。
故
に
柳
原
と
呼
ぺ
り
。
従
前
千
日
町
の
末

左
右
往
来
の
傍
に
老
樹
の
柳
三
・
四
株
あ
り
し
も
、
い
に
し
へ
の
遺

金
滞
古
蹟
志
巻
十
七

四
八

村
怠
る
よ
し
‘
同
記
に
載
せ
た
り
ι
さ
れ
ば
越
中
国
誠
波
郡
五
ク
山

を
ぽ
、
五
ケ
庄
と
呼
び
来
れ
る
も
、
往
古
は
村
落
五
タ
村
あ
り
し
ゅ

ゑ
友
る
ぺ
し
。
加
賀
河
北
郡
の
五
ケ
庄
は
、
村
名
帳
に
五
十
六
タ
村

と
す
れ
ど
も
‘
是
も
元
は
五
ク
村
た
り
し
・
恥

μ
。

。
釜
煎
刑
法
場
跡

菅
君
雑
録
に
、
寛
文
六
年
四
月
十
六
目
、
石
川
郡
番
匠
垣
内
村
吉
雄

之
娘
ね
い
と
云
ふ
者
‘
犀
川
柳
原
に
於

τ釜
妙
の
刑
に
施
せ
ら
る
と

あ
り
。
右
柳
原
刑
法
場
の
遺
跡
は
‘
千
日
町
の
町
端
に
古
木
の
柳
三
・

四
株
往
来
脇
に
あ
り
。
此
の
地
は
昔
釜
煎
に
蕗
せ
ら
れ
し
遺
蹟
た
り

と
、
千
日
町
の
古
老
去
停
へ
た
り
。
と
の
柳
は
、
近
く
股
藩
世
臓
の

.
際
‘
伐
木
し
て
今
は
た
し
。
按
宇
る
に
、
彼
の
紅
い
と
い
ふ
女
の
事

は
‘
混
見
摘
窮
に
、
石
川
郡
番
匠
垣
内
村
百
姓
の
娘
ね
い
と
い
ふ
も

の
、
金
海
へ
奉
公
に
出
で
、
主
人
の
家
々
に
て
前
後
六
ケ
所
に
火

を
付
け
盗
を
た
し
た
る
よ
し
白
紙
し
、
寛
文
六
年
四
月
十
六
日
犀
川

下
河
原
に
て
釜
煎
の
刑
に
行
は
れ
.
死
骸
は
繭
し
捨
て
に
成
り
た

り
。
共
の
場
所
は
、
犀
川
の
下
島
ね
が
鴎
と
い
ふ
所
の
よ

L
と
見
b
.

飽
尾
記
に
・
ね
い
が
釜
煎
の
遺
蹟
は
、
犀
川
仁
臓
の
川
原
鍋
の
つ
る

と
い
ふ
地
也
と
い
へ
り
。
右
僻
説
ど
も
に
擦
れ
ば
、
菅
君
雑
録
の
続

B
L
r
3
t
t
i
l
l
 

木
友
り
と
い
へ
り
。

。
柳
原
之
事
故

諸
国
に
柳
原
と
呼
ぺ
る
地
多
し
。
皆
い
に
し
へ
柳
樹
を
多
〈
植
ゑ
た

り
し
故
に
、
地
名
と
成
り
た
り
。
営
園
能
美
郡
極
海
郷
内
・
な
る
柳
原

村
も
、
元
総
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄

K
.
往
古
大
き
成
る
柳
木
多
く

あ
り
し
ゅ
ゑ
村
名
に
呼
び
た
し
た
る
よ
し
申
僻
ふ
と
あ
り
。
抑
t

柳

樹
を
植
う
る
事
は
、
古
令
の
替
繕
令
に
、
凡
堤
内
外
井
堤
上
。
多
殖
昌

犠
柳
雑
樹
ア
宛
=
堤
堰
用
吋
と
見
h
、
延
菩
蹄
正
式
に
、
凡
紳
泉
苑
‘
廻

地
十
町
内
。
令
a
京
職
栽
'
柳
.
と
あ
り
。
太
平
記
に
も
、
肺
泉
苑
は
、

大
内
始
め
て
成
り
し
時
、
周
，
文
王
鍵
聞
に
擬
し
、
方
八
町
民
作
ら
れ

た
り
し
岡
国
是
友
り
。
洛
中
に
仰
せ
て
、
紳
泉
苑
の
廻
り
に
柳
を
植

ゑ
ら
れ
し
と
友
り
。
建
保
の
頃
よ
り
荒
厳
す
。
承
久
の
飢
後
故
武
州

締
門
、
築
地
を
高
う
し
門
を
堅
め
、
雑
識
を
止
め
ら
れ
侍
り
し
。
と

あ
り
。
武
州
蹄
門
は
北
保
泰
時
を
い
へ
り
。
仁
治
三
年
め
東
闘
記
行

に
‘
し
げ
れ
る
篠
原
の
中
に
数
多
ふ
み
わ
け
た
る
遺
有
り
て
、
行
街

も
ま
よ
ひ
ぬ
ぺ
き
に
、
故
武
磁
の
前
旬
、
遣
の
た
よ
り
の
鐘
に
仰
せ

て
植
置
か
れ
た
る
柳
も
、
い
ま
だ
蔭
と
た
の
む
ま
で
は
・
泣
け
れ
ど

も
‘
か
つ
/
¥
遣
の
し
る
ぺ
と
な
れ
る
も
あ
は
れ
・
な
り
o
か
の
前
司

四
九




